
1977 年東大理□6 新文□4 新共通 

i) 

)2,3,1(),1,1,1(),1,1,2(),0,1,1( DCBA とすると )1,2,0(),1,0,1(  CDAB  

)2,1,2( CDAB であるから、 ABと CD の両方に垂直なベクトルの 1つは )2,1,2( k  

求める平面は )0,1,1(A を通るから 

 02)1()1(2  zyx  0322  zyx  ……(答) 

 

ii) 

l 上の点 P は
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と表せて、m 上の点Qは
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と表せる。 
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2 より、 n上の点は
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これが )1,0,2( に一致するとき 
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①より 1)1(  us  ②より 
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tu  ③に代入して 1
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以上により、 l と nの交点は )2,1,3( 、m と nの交点は )0,1,1(   ……(答)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1977 年東大文□4 旧 
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0a のとき 04cos8   
2

1
cos   これを満たす は、 
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,
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2
 の 2個。 

 

0a のとき 

11 ≦≦t の範囲で、二次関数
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 4442)2(42)1(  aaaaf  12442)2(42)1(  aaaaf  

 

0a のとき )(tf は下に凸。 

 10  a のとき 
a

1
1  軸 1

2
1 

a
 0)1( f  0)1( f  

 0)( tf は 11  t において 1つの実数解  を持つ。 

 cos を満たす は 2個。 

 

 1a のとき 22 )1(2242)(  ttttf  

 0)( tf の実数解は 1t 。 1cos  を満たす は、   の 1個。 

 

21  a のとき 0)2)(1(  aa  0
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0)( tf は実数解を持たない。 

 

 2a のとき 24)( ttf   

 0)( tf の実数解は 0t 。 0cos  を満たす は、 



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,
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 の 2個。 

 

 32  a のとき 
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a
 0)1( f  0)1( f  

 0)( tf は 11  t において 2つの実数解  , を持つ。 

  cos,cos を満たす はそれぞれ 2個で、計 4個。 

 

 3a のとき )13)(1(2246)( 2  tttttf  

 0)( tf の実数解は 1,
3

1
t 。

3

1
cos  を満たす は 2個。 

1cos  を満たす は 0 の 1個。計 3個。 
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 a3 のとき 軸 1
2

10 
a

 0)1( f  0)1( f  

 0)( tf は 11  t において 1つの実数解 を持つ。 

 cos を満たす は 2個。 

 

0a のとき )(tf は上に凸。 

軸 1
2

1 
a

 0)1( f  0)1( f  

 0)( tf は 11  t において 1つの実数解 を持つ。 

 cos を満たす は 2個。 

 

以上をまとめると 
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